
 

 

 

 



 

 
 
 
 

 

  

 

        

 



     

 

 

 

  
  

 

 

 

 
 

 

   



 

  
 

      

 
 

 
 
  

  

  
  

  

 



 

 
  

 

     
         

       
       

       
       
       
       

 

       



 

     

 

 

  

  

 

     

      

 



 
 

 

 

 

 
 



 

 

 



   

  

 

 

 

 



 

  

  

  

    

 

    
    

  



 

  
  

 
 
 
 
 
 

 
  

 

 

 

 

 
 
 
 

 

  

 

  
  

   



  

 



 



 

 

 

    





    





 





 

 



C10

のんびりしたものであった。診療室は改造病院な

ので、 日本間の畳をかたづけて、板の間にし椅子

・ 机 。ベ ッ ドをならべてはあるが、未だ障子はそ

のまゝという奇妙 な室である。私の「 回診」もそ

ろそろ終 りに近づき正午少 し前の頃であった。丁

度病院手伝いのA嬢が私の洗濯物を運んで来て室

に入 りかけた時であった。突然 ピカッとするどい

稲妻の様な閃光がひらめいた。それは真昼の稲妻

とも形容出来る全 く明るい光であり、今迄障子に

うつっていた外庭の樹木の影が一瞬かき消される

様な明るさであり、何故かその閃光は紫色をおび

ていた様に思 う。 A嬢は室の人 口で棒立ちとなり、

看護婦 と患者は「 何でしょう」 といった顔を私に

向けて立ちす くんだ。次の瞬間  「 ズシン」とも

「 ドカン」 とも、まさに腹にこたえる様な一大音

響が家鳴 りと共にあたリー面に響き渡った。次い

ですかさず空襲警報のサインンが鳴 りだした。

私はただちに診察を中止、「総員退避」を叫びな

が ら患者達を促 して、病棟の前に掘ってある防空

壕に飛び込んだ。病院内は一瞬にして静寂を取 り

もどし、 じっと次の第二弾を待ちうけた。 どこか

で、ちぃ一と蝉の鳴く声がきこえている。あまり

いつまでも静かなので壕の人口に居た私はそっと

扉をあけて外をうかゞってみた。

一何も変化がない、空をみあげると雲一つない青空

の超高々度を B"と 思われる飛行機が三機程と

んで居るのがみえ、やはり空襲であったなと感じ

させた。しかし火災も院内には起った様子 もなく、

外に出てあたりを見廻すと、丁度諌早駅――福生

病院と福生駅位の距離――の方向で一寸煙の様な

ものがあがっているのが見受けられた。もっとも

これはあとで解ったことではあるが、別に何でも

なく民家の炊飯の煙であった。

私は部下の衛生兵二名呼んで、院内及駅方面を偵

察して来る様に命じた。しかし彼等の報告はいず

れも「異常なし」であり、私の駅が爆撃されたら

しいという想定は全くくつがえされた。丁度昼食

時となり、第二弾が一向に来ないので、私は一同

を壕から出して病棟に帰し、本館の士官室に昼食

をとるべく向った。成程院内は何一つ変ったとこ

はない。

諫早病院の昼食は、士官室での会食である。先亥1

の閃光と爆音について色々と意見が交されたが、

どうもはっきりしない。た そヽの頃になって長崎

特集 号Z47
市方面の空を真黒な雲のようなものが一面におゝ

い、それはあまり動かず煙の様でもなく、たしか

に雲らしいのだが何だか解らない。とにかく長崎

市方面に何かあったという事だけはたしかな様で

ある。一同急いで食事をとっているところに主計

長の少尉が階段をかけ上って来て次の様な報告を

行った。

「長崎市は、敵新型爆弾の攻撃を受け、家屋は概

ね倒壊、火災発生し、死傷者多数発生の模様、電

話線不通のため詳細不明なり」警察電話がかろう

じて通じていて、それでやっと判明した情報との

ことである。広島が原爆にやられたのが六日、そ

の三 日後であったので、むしろ民間の人達はたゞ

ちに原爆を考えたのだろうが、奇妙なことに我々

海軍部内では「原爆」の情報が流れておらず、我

々も新型爆弾というだけで、あまり原子爆弾など

ということは考えなかった。それょり数ク月前の

新聞のコラム欄かなんかで、此度角砂糖―ク大の

爆弾でロンドン市を全滅させることが出来る爆弾

が発明されたというのを読んだ位である。従って

その報告のあとでも、まあ割合とのんびりしてい

て病院長のO大佐 (私の慶大医学部の先輩)も、

「我々のとこも救援隊を派遣しなければなるまい、

K少佐 (皮膚科長)を隊長とし、衛生兵一ケ分隊、

日赤の看護婦一ケ分隊、それと一 」

私は突如私が指名されると思った。前にものべた

ように別に「原爆」だからどうのというのではな

く、おそらく第二 。第三の爆撃が予想される様な

とこには正直にいってあまり行きたくはなかった。

しかし院長は同窓の先輩でもあり、もう一人のN
中尉より私の方が先任でもあり臨床経験もあるの

で、た 何ゞとなく私が指名される様な気がしたの

である。はたせるかな、「あと中尉は、井沢中尉

に行って貰おう」と指名された。しかし、そのお

かげといっては何だが、私は全くあとにも先にも

ない貴重な経験、つまり世界第二番目の原爆の投

下直後の長崎市の生々しい姿を、この眼で確かめ

ることが出来たのであった。

私は夏が来て、はれ渡った青空をみあげる度に、

きまってあの日の諌早の空もこんなに晴れあがっ

た空だったとの感慨がわき、長崎の原爆のことを

つい昨日の様に想い出すのである。

(以下次号)
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